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要 旨 
■研究背景･目的 
近年の情報技術の発達により、Pervasive Gameという新たなゲームの形態が誕生し 
た。Pervasive Gameとはプレイヤー自身を取り巻く環境をゲームの舞台とする形態のコ 
ンピューターゲームでありその多くには携帯端末やＧＰＳのような最新の情報技術が用 
いられている。 
Pervasive Gameでは携帯電話のカメラ機能のように身近な機器を利用して遊べるゲー 
ムは少ない。また、たとえあったとしても、現実世界とゲーム世界の間に強固な関係性 
を築いているとはいえないように思える。 
そこで本研究では以下の要件を満たすシステムの作成・提案を行う。 
・携帯電話のカメラ機能を用いて簡単に遊べる 
・現実世界とゲーム世界の対応を強くし、現実世界の中にゲーム世界を見出せる 
■研究方法 
本研究のシステム作成に先駆け、面白さやゲーム・Pervasive Gameの面白さについ 
て、携帯電話のカメラを用いたゲームについての調査を行い、その上でゲームのデザイ 
ンならびに設計を行った。 
本研究では携帯電話で撮影した画像を画像変換にかけることにより、ゲーム空間の風 
景画像を生成する。プレイヤーはこのゲーム空間の画像と地図をヒントに、ゲーム世界 
のゴール地点の風景が現実世界の中でどこにあたるのかを探す。 
本システムでは画像変換規則にフォービズム/キュビスムを参考にした規則を用い、プ 
レイヤーが通常の都市空間の中に幻想的な世界を感じ取ることが可能になるシステムを 
構築した。 
■結論 
本研究で作成したシステムは、携帯電話のカメラ機能/インターネット機能/メール機 
能さえあれば簡単に遊ぶことができるシステムであり、誰でも気軽に遊ぶことができる 
ものである。 
また、プレイヤーは日常世界の向こう側に、ゲーム世界を感じさせることで、”空 
想”や”好奇心”という楽しさ要素を満たすことができ、また、モニターの無い場所で 
も、ゲーム世界を感じるシステムを構築することによりプレイヤー自らが没入感を導き 
出すことができる下地を作り上げていると言えるだろう。 
また、ゴール地点を探すという目標を設定することで”挑戦”の楽しさ、達成感を 
得、承認の欲求や自己実現の欲求を満たす楽しさを得ることが可能であると考えられ 
る。
